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論文の内容の要旨
　高等植物の花の多くは雌ずいと雄ずいの両方をもつ両性花であるが，一部の植物では単一の生殖器官のみをも
つ単性花を形成することが知られている。単性花を形成する植物では，他家受粉の機会が増え，遺伝的多様性を
得る効率が上がる。従って，この様な植物は環境の急激な変化などによる種の絶滅を防ぐために，両性花植物か
ら進化したものと考えられている。しかしながら，植物の性の制御機構に関する知見は非常に乏しいのが現状で
ある。本研究で材料として用いているキュウリは，同一個体に雄花と雌花を形成する雌雄異花同株植物である。
キュウリの性は植物ホルモンであるエチレンによって影響を受け，雌花形成が誘導されることが知られているが，
その作用機構については現在までに全く明らかにされていない。本論文は，Ethephon（エチレン発生剤）処理に
よるキュウリの雌花形成誘導時に発現の変化する遺伝子を単離，解析することでエチレンによるキュウリの性の
制御機構を解明しようとした研究報告である。
　まず，著者は趾hephon水溶液をキュウリ植物体の頂芽部分に処理することによって雌花形成を誘導し，その際
に発現が変化する遺伝子をD雌erentia1disp1ay法を用いて探索した。その結果，発現パターンの変化するクローン
を20種類単離することに成功した。更に，この20種類についてNorthem法によって性発現パターンとの相関性を
検討したところ，最終的に2つのEtheph㎝誘導性のクローン（＃16，＃17）が性発現パターンと高い相関性のあ
る発現を示すことが明らかになった。
　著者はこの2つのクローンの全長cDNA塩基配列を決定し，それぞれの遺伝子を㎜〃6，亙㎜F17（亘thy1ene一
互esponsivegene亘ssociatedwiththefomati㎝of如ma1e且awer）と名付けた。更にデータベースとのホモロジーサー
チを行ったところ，㎜F16はサリチル酸やジャスモン酸などの生理活性物質のメチル基転移酵素と高い相同性
があることが分かった。このことから，脳〃6は何らかの生理活性物質の合成，代謝に関わっていることが予
想された。著者は，亙脳〃6タンパク質の基質の同定には至らなかったが，メチル基転移酵素の阻害剤である
趾hi㎝ineが雄花形成を誘導することを発見し，亙㎜16が雌花形成に関与している可能性を示唆した。更に加∫伽
hybridizati㎝を用い，服λダ16が未熟な雌花の雌ずい原基と子房で特に強く発現していることを明らかとし，
亙脳F16が雌ずいや子房の発達に関与している可能一性を示唆した。また，E㎜16が胚軸や茎などでも強く発現し
ていることを明らかにし，花芽以外でも何らかの機能をもっている可能性を示唆した。
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　一方，亙脳F17についてはMADS－box遺伝子群に属することを明らかとし，分子系統樹から脳F17は非常にユ
ニークなMA路box遺伝子であることを示した。更に，E脳F17の機能を推測するために，加5肋hybridぬtio独に
よる発現部位の特定を行ったところ，形態的な雌雄の差が現われる以前のステージから，雌花へと分化する花芽
の小花柄特異的に強く発現していることを明らかにした。一般的にMADS－box遺伝子が形態形成を制御する転写
調節因子であることや，キュウリの小花柄は雌雄で形態的に大きく異なること，雌花では将来果実の発育にも関
わることなどを考えあわせ，亙脳F17は小花柄の形態を制御することによって雌花形成に関与している可能性が
高いと著者は結論づけている。
審査の結果の要旨
　植物の性に関する研究において，植物の性決定に関与する遺伝子の報告は非常に少なく，その制御機構に関し
ては殆ど明らかになっていないのが現状である。キュウリの性に関しても同様であり，本論文はこれまで全く明
らかにされてこなかったエチレンによるキュウリの雌花形成誘導機構において，ある種のメチル基転移酵素や，新
たなMADS－box遺伝子の関与を示唆した初めての報告であり，キュウリの性の制御機構を解明するうえで，非常
に重要な発見である。また本研究は，一方の生殖器官の発達停止により花の性が決定されるのではないかと考え
られてきた植物の性に関する研究の中で，これまであまり注目されていなかった小花柄という非生殖器官の形態
制御が，キュウリの性決定に重要な役割を果たしていることを示唆しており，植物の性決定機構を解明する上で
新たな視点を提供した点でも高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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